
あ
る
小
学
校
で

は
、

児
童
の

教
育
を
教
員
の

好
み
や
父
兄
の

関
心
の

お

も
む
く
ま
ま
運
営
し
、

あ
る
村
で

は
、

学
校
の

経
費
を
一

方
的
に

削
減
し
て

い

る
。

こ

の

よ
う
な
放
任
政
策
は
、

「
学
制
」
に

よ
っ

て

向
上
し
た
地
方
教
育
を
後
退
さ
せ
る
も
の

と
批
判
さ
れ
、

「
自
由
教
育
令
」
と
い

う
よ
う
な
非
難

の

も
と
に

田
中
大
輔
は
責
を
負
っ

て

文
部
省
を
去
り
、

一

八
八
〇
年
二

月
、

文
部
卿
と
な
っ

た
河
野
敏
鎌
に

よ
っ

て

同
年
十
二

月
、

「
教
育
令
」
が
改
正
さ
れ
た
。

本
県
も
ま
た
、

政
府
の

改
正
方
針
に
の
っ

と
っ

て
、

教
育
の

改

革
に

乗
り
出
し
一

八
八
一

年
三
月
、

小
学
校
の

設
置
区
域
に
つ

い

て

規
定
し
、

小
学
校
を
設
置
す
る
学
区
は
、

児

童
の

通
学
区
域
を
意
味
す
る
の

み
で

な
く
、

学
校
経
費
を
支
弁
す
る
主
体
で

も
あ
る
と
し
、

町
村
・

連
合
町
村
と

境
界
を
一

致
す
べ

き
も
の

と
指
示
し
た
。

次
に
、

学
務
委
員
を
定
員
の

三
倍
ま
で

学
区
か
ら
選
挙
さ
せ
、

そ
の

な

か
か
ら
県
が
任
命
す
る
こ

と
と
し
た
。

そ
の

主
要
な
職
務
は
、

学
齢
児
童
の

就
学
の

督
促
、

中
途
退
学
の

防
止
、

就
学
の

勧
誘
、

教
員
の

動
向
調
査
な
ど
三
十
三
項
目
で

あ
る
。

委
員
の

数
は
、

は
じ
め
七
百
八
十
七
人
（
一

八
八

一

年
）
で

あ
っ

た
が
、

二

年
後
に

は

千
六
百
七

十
三
人
と

な
っ

て

い

る
。

こ

え
て
一

八
八
五
（
明
治
十
八

）
年
八

月
、

「
教
育
令
」
は
再
び
改
正
さ
れ
た
が
、

そ
の

主
た
る
目
的
は

地
方
教
育
費
の

節
約
に

あ
っ

た
。

従
来
の

学
務

委
員
は
廃
止
さ
れ
、

そ
の

仕
事
は
各
町
村
の

戸
長
に

う
つ

さ
れ
た
。

本
県
は
、

戸
長
の

教
育
事
務
な
ど
に
つ

い

て

補
助
機
関
を
設
け
、

あ
る
い

は
小
学
校
長
に

経
費
収
支
事
務
を
分
担
さ
せ
た
。

こ

の

当
時
の

県
の

教
育
行
政
を
視

察
し
た
文
部
省
書
記
官
は
、

県
当
局
が
郡
部
の

教
育
を
放
任
し
、

吏
員
の

行
政
指
導
力
が
欠
如
し
て
い

る
と
指
摘

し
、

「
全
般
に

本
県
教
育
は
不
振
な
り
」
と
報
告
し
て

い

る
。

明治期に建てられた津久井郡の一小学校

「
教
育
令
」
に
か
わ
っ

て
、

初
代
文
部
大
臣
森
有
礼
の

学
制
改
革
に

よ
っ

て

「
小
学
校
令
」、
「
中
学
校
令
」
な
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ど
の
い

わ
ゆ
る
学
校
令
が
公
布
さ
れ
た
の

は
、

一

八
八
六
（
明
治
十
九

）
年
三
月
の
こ

と
で

あ
っ

た
。

「
小
学
校
令
」
で
は
、

小
学
校
を
義
務
制
の

尋

常
科
（
四
年
）
と
高
等
科
（
四
年
）
に

分
け
、

経
費
支
弁
を
主
と
し
て
、

授
業
料
・

寄
付
金
等
に

よ
る
こ

と
と
し
た
。

こ

の
こ

ろ
か
ら
県
は
、

文
部
省

の

意
向
を
忠
実
に

実
行
す
る
態
度
を
示
し
、

県
民
全
体
に

対
す
る
県
令
や
告
示
、

行
政
機
関
あ
て
の

訓
令
に

よ
り
、

そ
れ
を
具
体
化
し
て
い

る
。

す

な
わ
ち
、

「
小
学
校
令
」
や
文
部
省
に

従
っ

て
、

小
学
校
の

課
程
・

教
則
・

児
童
就
学
規
則
・

授
業
料
金
額
・

教
員
免
許
規
則
等
を
県
令
で

公
布
し

た
。

つ

い

で
、

一

八
九
〇
年
に

「
小
学
校
令
」
が

改
正
さ
れ
る
と
、

約
一

年
半
の

施
行
準
備
期
を
経
て
、

県
は

小
学
校
の

教
則
・

校
則
・

設
備
規

則
・

授
業
料
規
則
等
を
、

政
府
の

指
示
ど
お
り
に

改
正
し
て
い

る
の
で

あ
る
。

小
学
校
の

教
科
内
容

「
改
正
教
育
令
」
に

基
づ

い

て
一

八
八
一

（
明
治
十
四

）
年
十
月
、

本
県
の
「
小
学
校
教
則
」
が
制
定
さ
れ
、

小
学
校
を

初
等
科（
三
年
）・
中
等
科
（
三
年
）・
高
等
科
（
二

年
）
に

分
け
、

各
等
科
の

科
目
と
、

そ
の

教
授
要
目

を
定
め

た
。

各
等

科
の

共
通
必
修
科
目
は
、

文
部
省
の

「
教
則
綱
領
」
で

は
、

修
身
・

読
書
・

習
字
・

算
術
・

唱
歌
・

体
操
の

六
科
目
を
挙
げ
て
い

る
が
、

県
の

「
教

則
」
は
初
等
科
に
お
い

て

右
の

六
科
目
の

ほ
か
に

「
地
理
ノ

初
歩
」
を
加
え
、

唱
歌
は
「
当
分
之
ヲ

欠
ク

」
と
し
て
い

た
。

な
お
、

中
等
科
で

は
、

歴
史
・

図
画
・

博
物
・

物
理
・

裁
縫
（
女
子
の

み

）
が
加
わ
り
、

高
等
科
で

は
、

さ
ら
に

化
学
・

生
理
・

幾
何
・

経
済
・

家
事
経
済
（
経
済
に

代
え
て

女
子
の

み
に
課
す
）
を
お
い

て
い

る
。

こ

う
し
た
科
目
の

種
類
に

対
し
て
、

県
下
の

各
町
村
や
学
校
か
ら
疑
義
が
出
て
い

る
。

化
学
・

幾
何
・

博
物
・

図
画
に
つ

い

て

は
、

実
情
か
ら
み

て

授
業
が
困
難
で

あ
る
と
し
た
り
（
大
住
・

淘
綾
・

愛
甲
の

三
郡
の

学
務
委
員
・

教
員
）、
こ

れ
ら
は
大
学
進
学
希
望
者
だ
け
に

学
ば
せ
れ
ば
よ
い

で

は

な
い

か
（
高
座
郡
内
の

八
校
）
と
訴
え
た
り
し
た
。

し
か
し
県
当
局
は
こ

れ
ら
の

意
見
や
要
求
を
す
べ

て

「
相
成
ら
ざ
る
儀
」
と
回
答
し
た
。

ま
た
体

操
、

博
物
に
つ

い

て
は
、

農
業
地
域
で

は
実
用
的
で

な
い

な
ど
と
反
論
し
（
都
筑
郡
な
ど

）、

と
く
に

体
操
に
つ

い

て

は
人
情
に

適
さ
な
い

と
、

不
平

を
も
ら
す
地
方
が
多
か
っ

た
。

そ
こ

で

県
も
、

こ

れ
を
い

れ
て

体
操
を
遊
戯
か

運
動
に
か
え
て

も
よ
い

と
し
た
。

ま
た
女
生
徒
に

課
せ
ら
れ
た
裁
縫
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に
つ

い

て

は
、

山
村
僻
地
の

地
方
か
ら
女
生
徒
も
教
師
も
共
に

少
な
い

ゆ
え
省
略
し
た
い

と
の

希
望
が
出
た
。

こ

れ
に

対
し
県
も
、

理
由
を
明
記
し

て

届
け
れ
ば
、

裁
縫
を
省
い

て

も
よ
い

と
答
え
た
。

小
田
原
町
の

女
子
の

み
の

小
学
校
（
高
等
科
）
で

は
、

幾
何
・

化
学
な
ど
の

代
り
に
、

裁
縫
・

修
身
・

習
字
な
ど
を
教
え
て

も
よ
い

か
と
の

要
望
が
出
た
。

高
座
郡
や
南
多
摩
郡
で

は
、

科
目
が
旧
学
則
に

比
し
倍
増
し
て
い

る
し
、

収
入
・

資
本

金
も
少
な
い

事
情
も
あ
っ

て
、

教
員
を
雇
え
な
い

の

で

不
急
に

属
す
る
も
の

は
欠
科
と
せ
よ
と
要
求
し
て

き
て
い

る
。

こ

の

よ
う
に

県
当
局
の

特
別

な
改
正
方
針
は
県
下
か
ら

不
評
を
買
っ

て
、

当
時
教
育
熱
心
で

有
名
で

あ
っ

た
三
浦
郡
長
小
川
茂
周
さ
え
も
、

新
し
い

教
則
は
、

児
童
に

適
さ
な

い
、

こ

れ
を
強
制
す
る
こ

と
は
、

結
局
、

進
歩
を
妨
げ
る
こ

と
に

な
る
で

は
な
い

か
と
県
当
局
に

注
意
を
促
し
て
い

た
の
で

あ
る
。

そ
こ

で
一

八
八
六
（
明
治
十
九
）
年
一

月
、

県
は
「
小
学
校
教
則
」
を
全
面
的
に

改
め

た
。

ま
ず
、

一

か
年
を
単
位
と
し
て

学
級
を
進
め
る
こ

と

と
し
（
土
地
の

情
況
で

従
来
の

ご
と
く
半
年
単
位
も
可
）、

三
年
以
上
、

八
年
以
内
を
在
学
期
間
と
定
め

た
。

ま
た
反
対
の

多
か
っ

た
科
目
を
除
外
し
、

必
修
科
目
と
し
て

修
身
・

読
書
・

習
字
・

算
術
・

地
理
歴
史
・

理
科
・

体
操
を
、

選
択
科
目
と
し
て

農
業
・

英
語
・

裁
縫
を
指
定
し
た
。

こ

れ
に

よ

っ

て

各
科
目
の

内
容
も
、

か
な
り
簡
略
化
さ
れ
た
。

つ

い

で

「
小
学
校
令
」
が
公
布
さ
れ
る
と
、

こ

れ
に

準
じ
て
、

修
身
・

読
書
・

作
文
・

習
字
・

算
術
・

体
操
を
尋
常
小
学
科
（
四
年
）
の

必
修
科

目
と
し
た
。

高
等
小
学
科
（
四
年
）
で

は
、

以
上
の

ほ
か
地
理
歴
史
・

理
科
・

図
画
・

唱
歌
・

裁
縫
が
必
修
須
科
目
と

し

て

加
え
ら
れ
た
。

そ
の

後
の

「
改
正
小
学
校
令
」
及
び
「
神
奈
川
小
学
校
教
則
」
で

は
、

こ

れ
ら
科
目
に

は
大
き
な
変
更
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
な
か
っ

た
。

徳
育
の

振
興

明
治
十
年
代
に

入
る
と
文
部
省
の

教
育
方
針
が
急
速
に

保
守
化
に

傾
い

て
一

八
八
一

年
五
月
の

「
小
学
校
教
則
綱
領
」
で

は
、

修

身
の

科
目
を
重
視
し
、

格
言
や
事
実
に
よ
り
徳
性
を
養
い
、

作
法
を
授
け
る
こ

と
と
し
た
ほ
か
、

歴
史
の

時
間
に

尊
王
愛
国
の

精

神
を
養
う
よ
う
指
示
し
た
。

「
改
正
教
育
令
」
で

は
す
で

に

修
身
を
普
通
教
科
の

な
か
で

最
も
重
要
な
科
目
と
し
た
が
、

「
小
学
校
教
則
綱
領
」
で

は

ど
の

学
年
で

も
必
ず
教
え
る
よ
う
に

指
令
し
て
い

る
。

つ

い

で

「
教
育
令
」
の

改
正
後
の

本
県
教
則
に
お
い

て
、

修
身
は
文
部
省
の

「
教
則
綱
領
」
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よ
り
も
内
容
が

具
体
化
さ
れ
て

作
法
（
進
退
・

応
対
な
ど
の

礼
法
）
が
付
加
さ
れ
た
。

当
時
の

県
令
沖

守
固
も
、

横
浜
区
の

教
員
に

対
し
、

児
童
が
学
力
に

比
し
行
儀
・

作
法
が
劣
る
と
指
摘
し
て
、

こ

の

現
状
で

は
学
業
の

完
全
な
成
就
も
期
し
が
た
い

と
訓
辞
し
た
（
一

八
八
四
年
五
月
）。

ま
た
県
が
指
定
し
た
修
身
科
教
科
用
書
に

は
、

儒
学
的
な
も
の

と
欧
米
の

倫
理
学
的
な
も
の

と
が

あ
っ

た
が
、

そ
の

ほ
か
児
童
の

礼
儀
作
法
を
強
調
し
た
『
神
奈
川
県
小
学
生
徒
心
得
』（
資
料
編
14

近

代
・

現
代
⑷
参
照
）
や
『
幼
学
綱
要
』（
宮
内
省
編
）
も
使
用
さ
れ
た
。

『
幼
学
綱
要
』
は
、

儒
教
的
道

徳
を
強
調
し
た
児
童
用
の

徳
育
本
で

あ
る
が
、

県
は
一

八
八
四
年
に

県
下
各
小
学
校
に

配
本
し
て

お

り
、

足
柄
上
郡
な
ど
は
、

こ

れ
を
郡
内
全
学
校
の

修
身
科
で

使
用
さ
せ
た
。

と
こ

ろ
が
、

一

方
に

お

い

て
の

教
員
や
学
務
委
員
ら
は
、

本
県
の

教
則
の

う
ち
、

修
身
が
儒
学
的
、

宗
教
的
で

あ
り
、

児
童

の

徳
性
を
〓
養
す
る
手
段
と
し
て

不
適
当
で

あ
る
と
批
判
し
た
。

そ
し
て

独
自
の

修
身
教
則
を
作
っ

た
が
、

県
は
、

こ

れ
を
相
成
ら
ず
と
否
認
し
た
。

『神奈川県小学生徒心得』　国立教育研究所蔵

一

八
八
六
（
明
治
十
九

）
年
、

県
は
従
来
の

「
教
則
」
を
改
め
、

修
身
の

内
容
を
、

簡
易
な
事
柄
、

格
言
に
つ

き
講
説
し
、

兼
ね
て

作
法
を
教
え
、

三
年
生
か
ら
は
国
民
の

心
得
を
授
け
よ
と
指
示
し
た
。

つ

い

で

「
小
学
校
令
」
に

基
づ
く
小
学
校
課
程
を
制
定
し
、

尋
常
及
び
高
等
の

小
学
科
の

修

身
は
、

毎
週
一

時
間
三
十
分
ず
つ

談
話
・

作
法
を
四
年
間
に

わ
た
り
教
え
る
こ

と
と

し
た
。

そ
の

内
容
に

は
儒
教
的
色
彩
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ

て
い

る
。

教
員
に

対
し
て

は
、

当
時
の

文
部
大
臣
・

森
有
礼
は
聖
職
者
に

な
る
よ
う
に

期
待
し
た
が
、

本
県
に

も
、

そ
の

影
響
は
出
て
い

た
。

県
知
事
（
沖

守
固

）
と
部
下
（
第
二
部
長
ら

）
た
ち
は
、

し
き
り
に

県
教
育
会
に

出
席
し
て
、

教
員
の

あ
り
方
を
説
示
し
て
い

る
。

沖
は
、

教
員
が
教
育
を
進
歩
さ
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せ
る
精
神
を
完
全
に

具
備
す
る
な
ら
ば
、

法
律
・

規
則
な
ど
は
無
用
に

帰
す
る
で

あ
ろ
う
と

述
べ
、

第
二

部
長
（
三
橋
信
方
）
は
、

教
員
に

善
良
な

気
質
、

完
全
な
品
格
等
を
要
求
し
、

自
己
の

品
位
を
高
く
す
る
責
任
を
も
つ

よ
う
訓
示
し
た
。

こ

れ
を
受
け
て
、

橘
樹
郡
長
は
、

教
員
に
、

町
村
の

標
準
と
な
る
こ

と
、

自
分
の

家
庭
を
町
村
の

模
範
と
さ
せ
る
こ

と
な
ど
を
誓
約
書
と
し
て

提
出
さ
せ
た
。

そ
し
て
、

他
の

教
員
の

風
紀
に

関
す
る
汚

聞
を
聞
い

た
ら
、

忠
告
し
、

お
互
に

切
磋
琢
磨
の

実
を
あ
げ
る
よ
う
指
導
し
て
い

る
。

こ

れ
ら
の
、

教
育
に

対
す
る
政
策
は
、

教
員
が
児
童
の

模
範

と
な
る
よ
う
に
と
の

理
念
の

反
映
で

あ
る
が
、

給
料
生
活
者
に

対
す
る
精
神
的
な
束
縛
で

も
あ
っ

た
。

一

八
九
〇
（
明
治
二
十
三

）
年
十
月
「
教
育
勅
語
」
が
発
布
さ
れ
、

そ
の

謄
本
は
全
国
の

府
県
に

交
付
さ
れ

た
。

本
県
知
事
は
、

郡
市
役
所
に

対

し
て
、

公
私
の

学
校
へ

謄
本
を
配
付
す
る
と
共
に
、

勅
語
下
付
に

際
し
文
部
大
臣
訓
示
の

趣
旨
に

基
づ
き
「
聖
意
ノ

在
ル

所
ヲ
シ

テ

貫
徹
セ

シ

ム
ベ

シ

」
と
訓
令
し
た
。

聖
意
貫
徹
の

直
接
的
方
法
と
し
て
、

ま
ず
小
学
校
の

修
身
を
通
じ
て

勅
語
を
浸
透
さ
せ
る
政
策
が
講
じ
ら
れ
た
。

一

八
九
二
（
明
治
二

十
五

）
年
の
「
神
奈
川
県
小
学
校
教
則
」
は
、

「
小
学
校
令
」、
「
小
学
校
教
則
大
綱
」
に

準
じ
て

作
ら
れ
た
。

は
じ
め
に
、

修
身

の

要
旨
・

内
容
項
目
・

方
法
等
が
述
べ

ら
れ
て
い

る
。

そ
し
て
、

頭
書
に
、

教
育
勅
語
の

趣
旨
に

基
づ
き
児
童
の

良
心
を
啓
培
し
、

そ
の

徳
性
を
〓

養
し
、

人
道
実
践
の

方
法
を
授
く
る
を
も
っ

て

要
旨
と
す
る
と
あ
る
。

次
に

尋
常
小
学
校
で

は
、

孝
梯
・

友
愛
・

仁
慈
等
を
実
践
す
る
方
法
を
授
け

る
と
共
に

尊
王
愛
国
の

志
気
を
養
う
こ

と
に

努
め
る
べ

し
と
述
べ

ら
れ
て
い

る
。

女
児
に

対
し
て

は
、

特
に

貞
淑
の

美
徳
を
養
う
よ
う
に
と
注
意
し

た
。

教
員
に

対
し
て

は
、

児
童
の

模
範
と
な
る
よ
う
に
と
の

従
前
の

方
針
を
継
承
し
た
。

修
身
の

授
業
時
間
数
（
毎
週
）
は
、

尋
常
小
で
三
時
間
、

高
等
小
で
二

時
間
と
、

改
正
前
の

約
二

倍
に

な
っ

て
お
り
、

徳
育
へ

の

熱
の

入
れ
方
が
増
し
て
い

る
。

こ

の

教
則
は
、

県
行
政
機
関
を
通
じ
て

各
校

へ

伝
達
さ
れ
、

実
施
さ
れ
て
い

く
。

小
学
校
の
増
設

県
下
の

公
立
小
学
校
数
は
、

連
年
に

わ
た
っ

て

増
え
つ

づ
け
た
。

そ
の

原
因
は
、

県
が
、

県
民
に

対
し
小
学
校
を
増
設
す
る
よ

う
に

勧
奨
し
た
こ

と
に

よ
る
の

で

あ
っ

て
、

こ

の

県
の

努
力
に
つ

き
、

文
部
省
は
賞
賛
し
て
い

る
ほ
ど
で

あ
る
（
一

八
八
一

年
）。
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し
か
し
校
舎
の

新
築
は
県
東
部
を
除
い

て

全
般
に

少
な
く
借
家
、

簡
易
な
建
物

等
を
校
舎
に

あ
て

た
も
の

が
多
い
。

な
か
に

は
、

村
の

芝
居
小
屋
を
用
い
、

不

潔
な
建
物
も
あ
っ

た
し
、

寺
子
屋
や
塾
と
同
然
の

も
の

も
あ
っ

た
。

三
多
摩
地

区
で

は
、

数
年
前
の

新
築
し
た
校
舎
は
破
損
甚
だ
し
く
、

旧
校
舎
は
、

あ
る
い

は
倒
れ
か
か
り
、

あ
る
い

は
壁
が
落
ち
て
い

た
と
い

う
（『
三
多
摩
地
区
学
事
視

察
概
況
』
一

八
八
六
年
）。

県
は
、

洋
風
校
舎
の

建
築
を
勧
め
て

い

た
が
、

多
く

の

町
村
は
、

採
光
・

衛
生
等
に

留
意
し
て

校
舎
を
建
て
る
ほ
ど
の

財
政
的
余
裕

を
も
て

な
か
っ

た
。

せ
い

ぜ
い
、

校
舎
内
に

片
側
廊
下
が
設
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ

た
程
度
で

あ
っ

た
。

第57表　小学校数の推移

（）内は元号・明治を示す

『神奈川県統計書』から

一

八
八
八
年
の

市
制
町
村
制
が
実
施
さ
れ
る
に

伴
っ

て

町
村
合
併
が
行
わ
れ
、

県
下
の

町
村
は
三
百
二

十
と
な
っ

た
。

設
置
者
が
減
じ
た
の

で
、

一

八
九
一

年
か
ら
町
村
立
小
学
校
数
は
減
少
し
て
い

っ

た
。

横
浜
市
で

は
一

八
八
〇
年
代
で

は
四
学
区
に

合
計
十
二

校
が
あ
っ

た
が
、

九
〇
年
に

な

る
と
八
学
区
に

八
校
と
減
少
の

傾
向
を
示
し
て
い

る
。

そ
し
て

同
市
は
、

人
口

の

流
入
が
激
し
く
、

校
舎
を
拡
張
す
る
必
要
は
急
を
告
げ
て
い

る
と
、

県
当
局
に

訴
え
て
い

る
。

次
に
、

県
内
の

私
立
学
校
の

増
減
状
況
に
つ

い

て

述
べ

る
と
、

教
育
令
は
、

私
立
小
学
校
の

設
置
廃
止
・

教
則
は
府
県
へ

届
け
出
る
だ
け
で
よ
い

と
し
、

こ

れ
を
設
置
し
た
町
村
で

は
公
立
小
学
校
を
不
要
と
し
た
。

こ

の

た
め
八
〇
年
に

は
、

変
則
小
学
科
を
含
め
る
と
十
三
校
の

私
立
小
学
校
新

設
を
み
た
。

し
か
し
、

県
は
普
通
小
学
科
の

み
を
公
立
校
と
同
等
と
認
め
た
の

で
、

公
的
な
総
計
で

は
九
校
が
私
立
小
学
校
と
な
っ

て
い

る
。

一

八

八
六
年
の

授
業
料
徴
収
制
度
で
、

公
立
学
校
の

月
謝
が
高
く
な
っ

た
た
め
、

比
較
的
、

月
謝
の

安
い

私
立
小
学
校
が
横
浜
を
中
心
に

急
増
し
た
。

横
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浜
の

み
で

な
く
県
下
各
地
で

も
、

県
庁
の

認
可
を
得
て

私
立
小
学
校
も
設
立
さ
れ
て
い

る
。

例
え
ば
、

三
多
摩
地
区
を
視
察
し
た
県
官
は
「
隠
密
ニ

児
童
ヲ

集
メ

テ

教
授
ス

ル

モ

ノ

各
地
ニ

起
リ

」、
「
ソ
ノ

最
モ

多
キ
ハ

北
多
摩
郡
ニ

シ

テ
…
…
各
駅
村
ニ

大
低
コ

レ

ア
ラ
ザ
ル
ハ

ナ
キ
ガ
如
ク

…
…
」

（『
学
事
視
察
』
明
治
二

十
年
四
月
十
八
日

）
と

報
告
し
た
。

そ
の

後
、

こ

れ
を
取
り
締
ま
っ

た
の

で

非
公
認
小
学
校
は

少
な
く
な
り
、

公
認
の

私
立
校

だ
け
と
な
っ

た
。

な
か
で

も
、

横
浜
市
で

は
児
童
数
が
増
加
し
た
が
、

財
政
難
の

た
め

公
立
校
の

増
設
は
不
可
能
で

あ
っ

た
。

横
浜
市
は
「
公
立
学

校
校
舎
狭
隘
ノ

為
メ

私
立
学
校
ニ

テ
モ

三
十
三
校
盡
ク

生
徒
ヲ

充
満
ス

ル

ノ

情
況
ナ

リ
」（『
学
事
概
況
』
明
治
二

十
五
年
度
）
と

悲
鳴
を
あ
げ
て
い

る
。

二
　
師
範
教
育
と
教
員
団
体
の

興
起

師
範
学
校
の
創
設

明
治
五
年
（
一

八
七
二

）
八
月
「
学
制
」
が
発
布
さ
れ
て

か
ら
間
も
な
い

こ

ろ
、

小
学
校
は
発
足
し
た
も
の

の
、

規
定
の

資

格
を
持
っ

た
教
員
は
足
り
な
か
っ

た
。

教
員
を
養
成
す
る
施
設
も
整
っ

て
い

な
か
っ

た
か
ら
、

旧
来
の

寺
子
屋
師
匠
を
小
学

校
の

教
員
と
し
、

あ
る
い

は
在
地
の

知
識
人
た
ち
を
用
い

て
、

教
員
を
補
っ

た
。

一

八
七
四
（
明
治
七

）
年
五
月
、

神
奈
川
県
は
小
学
校
教
員
養
成
所
を
横
浜
の

本
町
六
丁
目
に

開
設
し
、

こ

れ
を
番
外
啓
行
堂
と

称
し
た
。

そ
し

て

九
月
に

は
文
部
省
の

認
可
を
得
て
、

神
奈
川
県
師
範
学
校
と
改
称
し
て
い

る
。

さ
ら
に

神
奈
川
県
は
、

右
の

横
浜
に
お
け
る
師
範
学
校
を
第
一

号

と
し
、

多
摩
郡
日

野
宿
（
現
在

日
野
市
）、

高
座
郡
羽
鳥
村
（
現
在

藤
沢
市
）、

三
浦
郡
浦
賀
村
（
現
在

横
須
賀
市
）
に
、

第
二
、

三
、

四
号
の

教
員
養

成
所
を
開
設
す
る
こ

と
に

し
、

七
五
年
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
第
何
号
神
奈
川
県
師
範
学
校
と
称
す
る
に

至
っ

た
。

し
か
し
右
の

三
校
が
、

い

つ

開
校
し

た
か
、

発
足
の

年
月
は
明
ら
か
で

な
い
。

な
お
三
校
は
、

い

ず
れ
も
小
学
校
に

併
置
さ
れ
た
も
の

で

あ
っ

た
。
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足
柄
県
に

お
い

て

も
、

一

八
七
四
（
明
治
七

）
年
に

小
学
講
習
所
を
小
田
原
と

韮
山
（
現
在

静
岡
県
）
に

設
け
、

七
五
年
か
ら
師
範
講
習
所
と
称

し
た
。

さ
ら
に

七
六
年
七
月
に

は
師
範
学
校
と
改
称
す
る
。

す
で

に

同
年
四
月
、

足
柄
県
は
廃
止
さ
れ
て
い

た
が
、

小
田
原
師
範
学
校
は
、

旧
神
奈

川
県
下
の

四
校
と
は
別
に
、

存
続
し
て
い

た
の

で

あ
っ

た
。

神
奈
川
県
に
お
い

て
は
七
六
年
七
月
、

第
二
、

三
、

四
号
師
範
学
校
を
廃
止
し
、

第
一

号
師
範
学
校
に

合
併
し
て
、

神
奈
川
県
横
浜
師
範
学
校
と

改
称
し
た
。

こ

う
し
て

合
併
後
の

県
下
に

は
、

横
浜
と
小
田
原
と
に

二
つ

の

師
範
学
校
が
並
立
す
る
こ

と

に

な
っ

た
。

し
か
し
修
業
年
限
を
み
る

と
、

横
浜
は
二

年
ま
た
は
三
年
で

あ
る
の
に

対
し
、

小
田
原
は
半
年
と
い

う
短
期
養
成
で

あ
り
、

養
成
の

方
法
も
両
校
で

は
相
違
す
る
と
こ

ろ
が
多

か
っ

た
。

県
と
し
て

も
、

そ
の

統
一

を
は
か
る
こ

と
が
必
要
と
考
え
ら
れ
た
。

一

八
七
九
（
明
治
十
二

）
年
五
月
、

横
浜
師
範
学
校
は
神
奈
川
県
師
範
学
校
と

改
称
さ
れ
、

ま
た
小
田
原
師
範
学
校
は
同
年
十
月
末
日
を
も
っ

て

廃
止
さ
れ
る
こ

と
に

な
っ

た
。

こ

こ

に

師
範
学
校
は
県
下
に
一

校
の

み
と
な
り
、

県
は
改
め
て

師
範
学
校
の

通
則
・

教
則
を
制
定
し
た
。

新
し
い

教

則
に

よ
れ
ば
、

師
範
学
校
は
五
期
、

二
か
年
半
の

課
程
と
な
り
、

二

年
を
予
科
、

六
か
月
を
本
科
と
す
る
。

別
に

教
員
の

不
足
を
補
う
た
め
、

八
か

月
の

速
成
師
範
学
科
が
併
設
さ
れ
た
。

そ
の

後
、

師
範
学
校
通
則
は
、

八
二

年
と
八
四
年
に

改
定
さ
れ
、

八
二

年
に

は
予
科
・

本
科
が
廃
止
さ
れ
て
、

初
等
（
一

年
）・
中
等
（
二

年
半
）・

高
等
（
四
年
）
の

三
師
範
学
科
が
設
け
ら
れ
て
い

る
。

文
部
省
の

示
し
た
基
準
に

の

っ

と
り
、

小
学
校
各
等
科
の

教
員
資
格
を
与
え
る
よ
う
に

し
た

の

で

あ
る
。

横
浜
の

師
範
学
校
は
、

創
立
後
し
ば
ら
く
は
独
立
の

校
舎
が

な
く
、

一

八
七
六
（
明
治
九

）
年
に

は
北
仲
通
の

横
浜
小
学
校
の
一

部
を
借
り
て
、

開
業
式
を
挙
行
し
た
。

同
年
七
月
に

は
、

野
毛
山
の

修
文
館
が
廃
さ
れ
た
の

で
、

そ
の

旧
屋
に

移
っ

た
。

平
屋
の

洋
館
と
石
造
の
二

階
建
て

が
、

教

室
や
教
員
室
、

事
務
室
、

ま
た
生
徒
の

寄
宿
舎
に

あ
て

ら
れ
た
。

の

ち
別
個
に

木
造
二
階
建
て

の

寄
宿
舎
を
建
て
て
い

る
。

生
徒
は
寄
宿
舎
や
自
宅

©神奈川県立公文書館



か
ら
、

和
服
に

袴
を
つ

け
て

通
学
し
た
。

師
範
学
校
の

鎌

倉

移

転

神
奈
川
県
師
範
学
校
は
、

一

八
八
七
（
明
治
二
十
）
年
四
月
、

神
奈
川
県
尋
常
師
範
学
校
と
改
称
し
た
。

こ

れ
は
前
年
四
月
に

公

布
さ
れ
た
「
師
範
学
校
令
」
に

基
づ
く
改
称
で

あ
っ

た
。

そ
れ
ま
で

師
範
の

課
程
は
初
等
・

中
等
・

高
等
の

三
等
に

分
け
ら
れ
て

い

た
が
、

新
し
い

制
度
の

も
と
で

は
四
学
年
制
と
し
、

一

学
年
を
一

学
級
に

編
成
し
て
、

学
級
定
員
は
三
十
名
と
定
め
ら
れ
た
。

総
定
員
は
百
二

十

名
と
な
る
。

師
範
教
育
の

内
容
は
整
備
さ
れ
、

充
実
し
て

い

っ

た
が
、

一

八
九
〇
（
明
治
二
十
三

）
年
に

至

り
、

野
毛
山
の

校
舎
は
大
き
な
災
難
を
こ

う
む
っ

た
。

こ

の

年
の
一

月
七
日
と
、

十
一

月
二

十
五

日
の

二

度
に

わ
た
っ

て

火
災
に

あ
っ

た
の

で

あ
る
。

二

度
の

火
災
で
は
、

い

ず
れ
も
教
場
の

ほ

か
、

備
え
つ

け
の

書
籍
類
お
よ
び
器
械
類
を
焼
失
し
た
。

こ

の

た
め
師
範
学
校
は
、

野
毛
山
か
ら
他
の

適
当
な
敷
地
へ

移
転
す
る
こ

と
と
な
り
、

県
会
に

お
い

て

も
候
補
地
の

選
定
を
始
め
た
。

そ
の

誘
致
に

は
、

小
田
原
を
は
じ
め
、

鎌
倉
・

大
磯
・

藤

沢
・

戸
塚
な
ど
の

町
村
か
ら
働
き
か
け
が
あ
り
、

県
会
議
員
の

間
で

ど
こ

に

決
定
す
る
か
、

論
議

が
た
た
か
わ
さ
れ
た
。

結
局
候
補
地
は
小
田
原
町
と
東
鎌
倉
村
に

し
ぼ
ら
れ
、

十
二
月
十
一

日
の

県
会
に
お
い

て
、

鎌
倉
に

移
転
す
る
こ

と
が
正
式
に

決
定
さ
れ
た
の

で

あ
っ

た
。

神奈川県尋常師範学校の図　『神奈川県地誌』から

こ

う
し
て

師
範
学
校
は
、

一

八
九
二
（
明
治
二
十
五

）
年
三
月
、

鎌
倉
郡
東
鎌
倉
村
雪
ノ

下
に

移
転
し
、

新
し
い

校
舎
に
お
い

て
、

盛
大
な
移
転
式
を
挙
行
し
た
。

式
の

日
「
近
傍
の

民
家
は
各

々

国
旗
を
掲
げ
、

此
の

式
を
祝
す
る
等
、

頗
る
盛
況
」
で

あ
っ

た
と
、

当
時
の

『
毎
日
新
聞
』
は
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伝
え
て
い

る
。

な
お
学
年
の

始
期
は
、

従
来
、

八
月
と
か
十
二

月
と
か
変
遷
し
た
が
、

一

八
九
一

（
明
治
二
十
四

）
年
か
ら
四
月
一

日

に

改
め
ら
れ
た
。

そ
し
て

移
転
の

翌
年
、

す
な
わ
ち
一

八
九
三
（
明
治
二
十
六

）
年
十
二
月
に

は
、

あ
ら
た
に

「
神
奈
川
県
尋
常
師
範
学
校
規
則
」
が
制
定
さ
れ
た
。

こ

の

規

則
に

お
い

て
、

学
年
の

始
期
を
四
月
一

日
と
す
る
こ

と
が
確
定
し
、

学
科
課
程
に
つ

い

て

は
、

倫
理
に
か
え
て

修
身
を
置
き
、

兵
式
体
操
な
ど
が
加

え
ら
れ
て
い

る
。

一

八
八
六
（
明
治
十
九

）
年
「
師
範
学
校
令
」
に
よ
り
師
範
学
校
で

は
寄
宿
制
度
が
実
施
さ
れ
た
。

生
徒
全
員
が
寄
宿
舎
に

入
る
こ

と
と
定
め
ら
れ
、

そ
の

日
常
は
軍
隊
に
お

け
る
兵
営
生
活
を
模
範
と
し
て
い

た
。

そ
し
て

教
育
そ
の

も
の

が
、

す
こ

ぶ
る
厳
格
と
な
り
、

訓
育
が
軍
隊
式
に

行
わ
れ
た

の
で

あ
る
。

教
師
に

対
し
て
、

ま
た
上
級
生
に

対
し
、

絶
対
の

服
従
が
求
め
ら
れ
、

正
し
い

敬
礼
を
行
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ

た
。

こ

う
し
た
軍
隊
式

の

訓
育
が
、

師
範
教
育
の

大
き
な
特
徴
で

あ
っ

た
。

だ
が
一

方
、

師
範
の

生
徒
に

は
さ
ま
ざ
ま
の

特
典
も
与
え
ら
れ
た
。

学
資
と
し
て

食
費
、

被

服
・

雑
費
が
支
給
さ
れ
た
ほ
か
、

帰
郷
の

手
当
・

病
気
の

療
養
費
も
支
給
さ
れ
た
の

で

あ
る
。

服
装
は
生
徒
も
職
員
も
、

軍
服
に

類
似
し
て
い

た
。

師
範
学
校
の

卒
業
生
は
、

同
窓
会
「
友
松
会
」
を
結
成
し
た
。

創
立
は
一

八
八
九
（
明
治
二

十
二

）
年
四
月
で

あ
り
、

そ

の

こ

ろ
校
舎
の

あ
っ

た

野
毛
山
（
老
松
町
）
の

校
庭
に
、

一

樹
の

老
松
が
あ
り
、

そ
の

松
下
に

集
ま
る
学
友
の

会
と
い

う
意
味
で

友
松
会
と
名
づ

け
ら
れ
た
。

会
の

目
的
は
、

た
が
い

に

協
同
し
諮
詢
し
「
以
て
交
誼
を
親
密
に

し
品
格
を
保
持
し
教
育
の

進
歩
を
謀
る
」
と
述
べ

ら
れ
て
い

る
。

教
育
会
の
結
成

教
員
の

親
睦
と
教
育
の

普
及
を
は
か
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、

全
国
に

教
育
会
が
組
織
さ
れ
た
。

県
下
で

は
明
治
十
年
代
か

ら
、

愛
甲
郡
を
は
じ
め
、

各
郡
に

設
立
さ
れ
始
め
て
い

る
。

そ
し
て
一

八
八
一

年
の

教
育
会
届
出
制
に

よ
り
、

県
の

許
可
を
得

て

活
動
を
開
始
す
る
こ

と
と
な
っ

た
。

八
三
年
に

は
三
浦
郡
、

八
六
年
に

は
足
柄
下
郡
（
凾
左
教
育
会
）、

八
七
年
に

は
足
柄
上
郡
、

鎌
倉
郡
、

津
久

井
郡
な
ど
、

つ

ぎ
つ

ぎ
に

教
育
会
が
結
成
さ
れ
て
い

る
。
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一

八
八
七
年
に

は
神
奈
川
県
教
育
会
が
創
立
さ
れ
た
。

こ

れ
は
森
有
礼
文
相
の

奨
励
や
大
日
本
教
育
会
の

設
立
ま
た
各
郡
に

お
け
る
教
育
会
の

結

成
に

促
さ
れ
た
も
の

で

あ
っ

た
。

こ

こ

に

県
下
に

お

け
る
教
育
会
の

活
動
は
、

画
一

化
に

向
か
っ

て

動
き
出
す
こ

と
に

な
る
。

県
教
育
会
の

発
会
式

は
、

第
一

回
総
会
を
兼
ね
て
、

一

八
八
八
年
一

月
に

挙
行
さ
れ
た
。

会
長
に

は
県
書
記
官
の

三
橋
信
方
が
推
挙
さ
れ
、

次
の

よ
う
に

発
会
の

趣
旨
を

述
べ

て
い

る
。

本
会
の

開
設
は
教
育
上
に

関
し
彼
此
相
資
け
、

努
め
て

其
の

気
脈
を
通
暢
し
、

こ

れ
が
普
及
改
良
上
進
を
謀
る
に

在
り
て
、

一

方
に

於
て

は

法
令
条
規
を
翼
賛

し
、

以
て

教
育
施
設
上
の

便
益
を
謀
り
、

他
の
一

方
に

於
て

は
有
志
者
を
一

致
団
結
し
、

以
て

各
自
其
の

学
業
を
研
磨
し
、

且
つ

一

般
民
心
に

教
育
の

効
益
を
感

孚
せ
し
む
る
を
務
め
ん
と
す
る
な
り
。

県
教
育
会
の

目
的
は
、

創
立
の

と
き
に

制
定
さ
れ
た
規
則
の

な
か
で

「
本
県
下
教
育
ノ

気
脈
ヲ

通
暢
シ

其
ノ

普
及
改
良
上
進
ヲ

図
ル

」
と
述
べ

ら

れ
て
い

る
。

会
の

活
動
と
し
て

重
要
な
も
の

に
、

毎
月
一

回
開
か
れ
る
常
集
会
が
あ
っ

た
。

常
集
会
で

は
教
育
の

方
法
、

評
価
、

学
校
管
理
等
に
つ

き
研
究
を
重
ね
た
。

一

八
八
八
年
の

第
一

回
常
集
会
で

は
、

手
工
科
の

実
施
方
法
に
つ

き
、

師
範
学
校
教
諭
が
提
案
理
由
を
説
明
し
、

次
に

会
員
が

討
議
を
行
い
、

最
後
に
、

幻
燈
会
を
催
し
て

解
散
し
た
。

教
育
方
法
が
、

注
入
主
義
か
ら
児
童
心
性
開
発
主
義
へ

改
良
さ
れ
た
の

も
、

こ

れ
ら
教
育

会
の

影
響
が
大
き
か
っ

た
と
言
え
よ
う
。

こ

の

後
も
各
郡
に

お
い

て

教
育
会
の

設
立
が
つ

づ
き
、

一

八
九
〇
年
に

は
橘
樹
郡
、

横
浜
市
の

教
育
会
が
設
立
さ
れ
て
、

ほ
と
ん
ど
県
下
の

全
郡

市
に

教
育
会
の

結
成
を
見
る
に
至
る
。

郡
市
の

教
育
会
が
活
発
に

動
き
出
す
に
と
も
な
っ

て
、

県
教
育
会
の

活
動
は
不
振
に

お
ち
い

っ

た
。

常
集
会

へ

の

出
席
者
も
少
な
く
な
り
、

各
郡
市
の

教
育
会
の

間
で

は
協
調
も
乱
れ
始
め
た
。

ま
た
県
教
育
会
は
個
人
参
加
の

形
式
を
と
っ

て
い

た
た
め
、

脱

会
す
る
者
も
増
加
し
た
。

そ
こ

で
一

八
九
三
年
、

県
教
育
会
は
再
編
成
に
ふ

み
切
り
、

い

っ

た
ん
解
散
し
た
上
で
、

再
発
足
す
る
こ

と
に

な
っ

た
。

一

八
九
四
年
一

月
、

新
し
い

県
教
育
会
は
、

各
郡
市
教
育
会
の

連
合
体
と
し
て

結
成
さ
れ
た
。

会
長
に

は
知
事
が
就
任
し
た
。

規
則
も
改
め
ら
れ
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